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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月11日(2016.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像情報を取得する撮像素子と、音声情報を取得する複数のマイクロフォンとを備えた
音声入力装置であって、
　前記撮像素子が取得した画像情報からユーザを検出するユーザ検出部と、
　ユーザの方向の音声情報を取得するユーザ音声取得部とを備え、
　前記ユーザ音声取得部は、前記検出されたユーザ位置に基づいて音声情報を取得する際
の基準となるマイクロフォンを設定することを特徴とする音声入力装置。
【請求項２】
　前記ユーザ音声取得部は、前記ユーザ検出部で検出されたユーザの人数によって、前記
基準となるマイクロフォンを変化させることを特徴とする、請求項１に記載の音声入力装
置。
【請求項３】
　前記ユーザ音声取得部は、前記撮像素子を基準としたユーザの方向と、前記複数のマイ
クロフォンの中心を基準としたユーザの方向とがなす角より、前記撮像素子を基準とした
ユーザの方向と、前記基準となるマイクロフォンを基準としたユーザ方向とがなす角が大
きくなるように、前記基準となるマイクロフォンを設定することを特徴とする、請求項１
または２に記載の音声入力装置。
【請求項４】
　前記ユーザ音声取得部は、前記撮像素子を基準としたユーザの方向と、前記複数のマイ
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クロフォンの中心を基準としたユーザの方向とがなす角より、前記撮像素子を基準とした
ユーザの方向と、前記基準となるマイクロフォンを基準としたユーザ方向とがなす角が小
さくなるように、前記基準となるマイクロフォンを設定することを特徴とする、請求項１
または２に記載の音声入力装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１の音声入力装置と、該音声入力装置が出力する音声情報を認
識する音声認識部と、前記音声認識部で認識された結果に基づいて出力音声の制御を行う
制御部と、前記音声情報に関連付けられた画像を表示する表示部と、を備えることを特徴
とする画像表示装置。
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